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～ 令和 7 年・6 月号 ～ 

「睡眠時無呼吸症候群」とは？ 

睡眠時無呼吸症候群（SAS
サ ス

：Sleep Apnea Syndrome）とは、睡眠中に呼吸が一時的に停止する

症状です。これにより睡眠の質が低下し、日中の眠気や疲労感につながり、重要な健康リスクが

伴うこともあります。睡眠の質が低下すると、体のなかでさまざまな変化が起こります。 

 交感神経が活性化し、ストレスホルモンが過剰に分泌されます。そうなると、脂肪が増加しや

すくなり、血糖や血圧の上昇、成長ホルモンの分泌が低下、筋肉が減って、脂肪が蓄積されやす

い状態になります。 

 さらに脂肪が増えると体内のインスリンが正常に働かないため、

糖尿病を発症することがあります。          

こわい「いびき」の存在  

疲れているときやお酒を飲んだとき、鼻が詰まっているとき、 

体調が良くないときなどは、誰しもがいびきをかきます。 

そして「いびき」というと、周囲の人に迷惑がかかる騒音とだけ

取り上げられがちです。 しかし、たかが「いびき」とあなどって

はいけません。近年の研究で、人間の健康に多大な影響をおよぼすことが分かっています。放っ

ておくと重大な合併症や突然死を引き起こす病気です。 
 

日中の眠気が強い場合、睡眠時無呼吸症候群である可能性が濃厚です。 
心当たりがある場合は、一度チェックリストをつけてみましょう。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

睡眠時無呼吸症候群の検査・治療について   

●簡易検査 自宅で手軽にいびきや呼吸をチェック 

自宅でも取扱い可能な検査機器を使って、普段と同じように寝

ている間にできる検査です。  

手の指や鼻の下にセンサーをつけ、いびきや呼吸の状態から  

睡眠時無呼吸症候群（SAS）の可能性を調べます。自宅でもで

きる検査なので、普段と変わらず仕事や日常生活をそれほど心配

せずに検査することができます。多くの場合はまずこの簡易検査

から行ないます。  

 主に酸素飽和度を調べる検査（パルスオキシメトリー）と、気流やいびき音から気道  

狭窄や呼吸状態を調べる検査があります。  

●内科的治療 CPAP 治療  

   

「Continuous Positive Airway Pressure」の頭文字をとっ

て、「CPAP（シーパップ）療法：経鼻的持続陽圧呼吸療法」

と呼ばれます。閉塞性睡眠時無呼吸タイプに有効な治療方法と

して現在欧米や日本国内で最も普及している治療方法です。   

CPAP 療法の原理は、寝ている間の無呼吸を防ぐために気道

に空気を送り続けて気道を開存させておくというもの。CPAP 装置からエアチューブを伝

い、鼻に装着したマスクから気道へと空気が送り込まれます。気道を保つことにより気道

の閉塞を防ぐ、いわば「空気の添え木」のような役割を果たします。  

定期的な治療と生活習慣の改善により、症状の管理と全体の健康向上が期待できます。  
  

「睡眠時無呼吸症候群」は当院で治療が可能です。お気軽にご相談ください。  

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県栄養士会より引用 


